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東京都健康長寿医療センター

地域連携部医療連携室

〒173-0015
東京都板橋区栄町35番2号
TEL 03（3964）1141（代表）

 03（3579）6963（医療連携室）
FAX 03（3964）1392（医療連携室）
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また、お車でお越しの方に駐車場（駐車料無料）も御
用意しております。駐車台数に限りがあることを、あ
らかじめご承知おきください。

●東武東上線「大山」駅下車、南口・北口より徒歩4分
●都営地下鉄三田線「板橋区役所前」駅下車Ａ2出口
より徒歩11分
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　東京都健康長寿医療センターでは「高齢者がん医療の充実」を重点目標の一つに取り上げ、積極的に取り組ん
でいます。高齢化に伴い罹患率・死亡率が増加しつつある「がん」に関して、それぞれに適した専門的検査を
行ってがんの早期発見に努めるとともに、治療に当たっては手術、化学療法、放射線療法などを効果的に組み合
わせた集学的治療を目指しています。このために新病院ではがん治療に関わる科の外来、化学療法室のほか緩和
ケア外来、がん総合相談室を２階外来フロアに集中的に配置し、「高齢者がんセンター」としました。
 「高齢者がんセンター」では、受診された患者様及びご家族が、がんの診断・治療を始め、がんに関連する様々
な情報を出来るだけ素早くかつ幅広く得られるように、これら専門外来が連携して診療に当たりますので、ご紹
介、ご利用いただきますようお願いいたします。

●がん総合相談室：患者様及びそのご家族が安心して治療に臨めるように、がんに関連する疑問にお答えする
専門相談室を新たに開設いたしました。がんの診断・治療方法に関する疑問や不安、療養生活のポイント、費
用、生活の支援など、治療に関係する幅広い問題について、がん・緩和ケアに関する専門看護師を中心に、医
師、薬剤師、栄養士、医療ソーシャルワーカーなどが一緒に考え、情報をわかりやすくお伝えし、課題の整
理・解決のお手伝いをいたします。

●セカンドオピニオン外来：別の病院で診療を受けておられる患者様で、さらに診断・治療にかかわるご質問に
はセカンドオピニオン外来で相談にお答えしています。検査・診断を受けられた病院からの紹介状が必要とな
ります。

●外来化学療法室、緩和ケア外来も以前より広いスペースを確保し、落ち着いた環境の中でより充実した医療が
行えるようになりました。

高齢者がんセンターのご紹介

外来化学療法室がん総合相談室

キャンサーボードの様子
診断・治療の難しい症例について
各科、各部門合同で方針を検討します。

外科総括部長　黒岩　厚二郎



　東京都健康長寿医療センターは重点医療の一つに「認知症」を掲げています。患者・家族の利便性と
より適切な医療の提供の為、新病院では、認知症に関係する診療科や部署を一つにまとめ、外来に認知
症センターを設置しました。認知症センターは2階23ブロックに位置し、「もの忘れ外来」「精神科外
来」「認知症専門相談室」「心理検査室」「非薬物療法室」があります。認知症診療に欠かせない神経
内科外来・脳神経外科外来は１階血管病センターに位置しますが、各診療科とも今までと同様に積極的
に認知症診療を行っていますのでご安心ください。
 「認知症専門相談室」が認知症センターの心臓部で、認知症医療に精通した精神保健福祉士、臨床心
理士、認知症看護専門看護師らが、受療相談、介護相談、入退院支援、行政や他の医療機関、介護・福
祉施設との連携、各種情報提供、アウトリーチ活動など、さまざまな業務を精力的に行っています。
 「もの忘れ外来」は、認知症診断目的の専門外来として、精神科・神経内科・研究所医師が交代で診
療にあたっています。原則紹介制で、診断後の継続診療は紹介元の医療機関にお願いしています。認知
症に加え、運動機能障害や意識障害がある場合は神経内科を、行動心理症状についてのご相談は精神科
をそれぞれご予約ください。お急ぎでの受診をご希望の際は適宜医療連携室までご連絡ください。
 「非薬物療法室」では、家族教育プログラムや家族交流会、集団療法、カンファランス、勉強会など
を開催しています。
　認知症は早期に気づき、早期に対応を行っていくことで、住み慣れた地域で長く暮らしていくことが
可能と言われています。地域での認知症診療の一助になれれば幸いです。今後ともよろしくお願い申し
上げます。

認知症センターのご紹介

臨床心理士による診察の様子

23番ブロック受付

認知症センターの理念

診察室と待合

認知症センターの全景

アートと掲示物

認知症専門相談室・心理検査室
非薬物療法室・認知症専門相談室

精神科医長　古田　光


